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発表内容

1. （株）水稲生産技術研究所のご紹介

2. 民間企業による水稲種子事業展開に関わる

課題と対策の実際

3. 今後の民間品種活用に関する方策提言
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1. （株）水稲生産技術研究所のご紹介

1-1. 会社概要

拠点 愛知県豊明市

業務内容
＊水稲F1品種の開発
＊種子の生産販売/栽培支援

設立 2011年11月
「スピンアウトベンチャー」として設立

名称 株式会社水稲生産技術研究所
（水稲研）

【一気通貫型バリューチェーン】

【品種育成部門】

【採種/栽培指導部門】

・ 川上領域 ： 弊社 担当
・ 川下領域 ： パートナー商社 担当

⇒ 現場ニーズに即した迅速な展開

「Pyramiding Hybrid育種法」

超多収性をベースに
マーケットイン型品種提供を 安全に実現

分子マーカー
育種法

F1雑種
育種法

形質の特異的/迅速改良 日本発技術/超多収の実現

+

・ オリジナル採種技術による
高品質F1種子の安定供給

・ 生産者サポート/信頼関係の構築

パートナー
商社

パートナー
商社
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1. （株）水稲生産技術研究所のご紹介

1-2. 我が国において今後求められる品種特性と弊社における対応状況

優れた直播適性を活したドローン直播 等 スマート農業への対応も模索中 P４



発表内容

1. （株）水稲生産技術研究所のご紹介

2. 民間企業による水稲種子事業展開に関わる

課題と対策の実際

3. 今後の民間品種活用に関する方策提言
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2. 民間企業による水稲種子事業の課題と対策の実際

2-1. 投資家の理解が得られにくい

（実態）
品種開発&普及 / 投資回収に長い時間が必要

⇒ 「公的資金で商売している競合者には勝てない」という結論
（行ってきた対策）

＊開発経費の削減 ： 中古設備/百均資材の利用
＊外部資金の獲得 ： H28 先導プロへの応募/採択
＊投資家への説明 ： 夢の共感/アイディアの紹介 等

H28 革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロ）採択課題手作りビニールハウスによる品種育成 P６



2. 民間企業による水稲種子事業の課題と対策の実際

2-2. 生産者の理解① 高価な種子（一般品種の8-10倍）

（実態）
種子価格を高額に設定せざるを得ない事業環境

・ F1品種の低い採種効率 （通常 自殖品種の1/10）
・ 全経費を種子売上から捻出する必要性 （年度内 + 累積損失）

（行ってきた対策）
＊採種効率の向上に向けた技術開発
＊事業コンセプトの丁寧なご説明

〜品種がもたらすメリット（増収分）のうち1俵分は種子代ヘ
残りを2俵分を関係者でシェアする 「みんなが得する仕組み」

従来型列植え採種法 改良型混植採種法 P７



2. 民間企業による水稲種子事業の課題と対策の実際

2-3. 生産者の理解② 生産圃場における品種パフォーマンス

（実態）
栽培現場にて期待した成果が得られない事態の発生

← 気象条件/栽培方法の不適合が主な理由
（行ってきた対策）

＊栽培指導活動 ： 事前説明と圃場調査解析結果のフィードバック
栽培マニュアルの改訂、充実化

＊契約上の工夫 ： 導入初期の収入補償制度の設定

産地における生産者への説明会 産地/品種ごとの栽培マニュアル P８



発表内容

1. （株）水稲生産技術研究所のご紹介

2. 民間企業による水稲種子事業展開に関わる

課題と対策の実際

3. 今後の民間品種活用に関する方策提言
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3. 今後の民間品種活用に関する方策提言

3-1. この国に民間育成品種は必要か？

◯ これまでの民間企業による挑戦 ⇒ ほぼすべての企業が事業停止
◯ 多くの挑戦者が集まり、競争原理に基づき、

事業が継続できるような「市場」が形作られるようにしていく必要

短期的展望 ： 公的機関による育種は社会基盤として必要不可欠
民間企業の合計シェア1%以下、代われる存在にない

将来のありたき姿 ： 「レジリエントな」品種供給システム構築
＊民間企業を含む多くのプレイヤーが切磋琢磨

⇒ 様々な特徴を有する有望品種の提案が相次ぐ状況
＊多様に変化する事業環境の下で

現場における品種の臨機応変な使い分けが可能
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3. 今後の民間品種活用に関する方策提言

b. 知名度向上を目的とした情報発信の機会
＊厚紙/フルカラー印刷のパンフレット

v.s. 普通コピー用紙/インクジェットプリンタによる説明資料
＊民間品種への社会的関心を集めることを目的とした

情報発信/シンポ開催等のサポート

a. 金銭的助成制度の充実化
＊農業者向け支援の厚みに比べて、

種苗業者が利用できる制度が圧倒的に不足
＊職業分類上 「その他製造業」に該当

⇒ 民間育種が農業の一部として一般的に認知されていない

3-2. 民間育種を活性化するための具体的提言案
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3. 今後の民間品種活用に関する方策提言

c. 品種開発工程における公的機関との役割分担
＊資金力/専門性が必要な基礎研究 ⇒ 公的機関に強み
＊アイディア/現場力が必要な社会実装 ⇒ 民間企業に強み

基礎研究を担う機関
（国研/大学）

品種育成のための基礎研究
＊新規育種法 開発
＊有用遺伝子 単離
＊育成母本 作出 等

普及を担う機関
（農試/民間企業）

独自アイディアに基づく品種育成
独自アイディアに基づく普及活動

市場競争/輸出拡大安価/利用しやすい形で
情報公開
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